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くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

　第３次あさぎり町総合計画では、「人が集い支え合う
未来へつなぐ『あさぎり町』」をまちづくりのビジョンと
して定めました。第3期総合戦略は、その実現へ向け様々な
課題解決へ戦略的に取り組むリーディングプロジェクト
として同計画と一体化しました。今後は、人口減少・自然災
害の多様化等の地域課題にも対応していくため、デジタル
技術の活用を含む様々な取り組みを進めてまいります。

あさぎり町デジタル田園都市構想総合戦略（第3期総合戦略）

人が集い支え合う未来へつなぐ「あさぎり町」

あさぎり町
ア　　 サ 　　ギ　　 リ   チョウ 総人口…13,969人　男…6,507人　女…7,462人　世帯数…5,270世帯

〈人口構成比〉　15歳未満…12.3％　15～64歳…47.4％　65歳以上…40.2％

寄附
御礼

・贈呈式開催（首長出席、寄附額10万円以上）
・感謝状贈呈（寄附額10万円以上） ・地公体広報紙掲載 ・視察受入・ＨＰ掲載
・功労者表彰推薦 ・その他・紺綬褒章推薦

　長期にわたり、人口の社会減が続いている本町の現状を踏
まえ、求人情報や移住定住関連の情報発信等を行うほか、若い
世代の希望に沿った職場づくりや創業支援に取り組むこと
で、転出の抑制と転入の促進を図ります。
　デジタル技術を活用し住民サービスの利便性を向上させ、
さらに町の魅力を発信するとともに、地域外の人々との共創
による地域課題の解決に取り組み、交流人口・関係人口の創
出・拡大を図る事業を実施します。
　公園や、地域の人が集まる交流拠点、子育て環境・教育環境
を整備することで、子育て世代が「住みたい」、「住み続けたい」
と思える町を目指します。

寄附の
具体的な
メリット

●町広報紙・HPへの掲載
●視察受入
●10万円～感謝状贈呈式開催（首長出席）

eスポーツ体験イベント「e-town ASAGIRI」の様子

総事業費 1,075,426千円 寄附目標額　─

数値目標 ●社会増減
●合計特殊出生率

………… 社会減56人
………… 1.80

●その他の寄附事業に関しましては、最寄りの肥後銀行までお問い合わせください。

寄附申出書の事業名選択時は「人が集うまち」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール人が集うまち　
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寄附の
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●町広報紙・HPへの掲載
●視察受入
●10万円～感謝状贈呈式開催（首長出席）

あさぎり町役場新第二庁舎に設置された太陽光パネル

寄附申出書の事業名選択時は「未来へつなぐまち」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール未来へつなぐまち

総事業費 1,046,091千円 寄附目標額　─

数値目標 ●「働く場が充実していると回答した住民」（4点満点）
※住民意識調査（あさぎり町）。そう思う4点～ややそう思う3点～ややそう思わない2点～そう思わない1点

●温室効果ガス排出量（t-CO2）

…R4年度(2022)基準値：1.92に対し、改善

……………………………………………………………… 53,066
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　転出の抑制と転入の促進。交流人口・関係人口の創出。魅力のあるまちづくり。安心して結婚・出産・
子育てができる環境の整備。

人が集うまち

　健康長寿の推進（スマートウェルネスシティの取組）。社会的つながりの醸成。重層的支援体制の整備。
多様な人材が活躍できる環境の整備。安心・安全に暮らせる環境の整備。

支え合うまち

　産業の活性化。地域資源・産業を活かした稼ぐ力の向上。やりがいのある仕事と安定した収入の確保。
専門人材の確保と育成。脱炭素、再生エネルギー導入の推進。住民協働、広域連携の推進。

未来へつなぐまち

安心して結婚・出産・子育てが
できる環境の整備

地域社会デジタル化の推進・
関係人口の創出

　本町が直面する少子高齢化や自然災害の多様化などの様々な地域
社会の課題に対して、AIなどデジタル技術を活用した新しい価値や
サービスによる解決を図るとともに、未来社会における行政の役割
を意識しながら、住民サービスの向上を図ります。また、テレワーク
施設ALOT（アロット）を未来共創拠点とし、各種イベント・ワークシ
ョップを開催することで、関係人口・交流人口の創出を図ります。

カテゴリー10 DX カテゴリー4
児童福祉

テレワーク拠点施設
ALOT（アロット） 乳幼児検診の様子

※データは令和6年7月発行、熊本県市町村要覧をもとに作成しております。

北口 俊朗町長

人吉IC

　出生数の減少等により人口減少が深刻化
する現状において、出逢いの場の創出のほ
か、子育て環境や教育環境を整備すること
で、子育て世代が「住みたい」「住み続けたい」
と思えるまちを目指します。また、子育て世
代の経済的負担
軽減のため、学
校給食無償化へ
向け段階的に取
り組みます。

　人口流出防止と地域産業の活性化に向けて、若者が町内の仕
事に魅力を感じて、やりがいのある仕事と安定した収入の確保
ができるように町内企業改革や創業支援などを進めます。
　本町は令和5年4月28日に環境省の「第3回脱炭素先行地域」
に採択されました。農業・畜産業の力をフル活用した農村地域
脱炭素モデルや、あさぎり町再エネ導入戦略に関連した事業を
推進します。また、同じく先行地域に選定された千葉県匝瑳市
とも連携協定を締結、本町の脱炭素事業と連携を図りながら、
地域活性化を相互に図っていきます。

そう  さ
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